
藤枝市郷土博物館特別展

□ 休館日／月曜日（2/24㊊は開館、翌2/25㊋休館）　□ 開館時間／午前９時～午後５時
□ 特別展入館料 大人600円（団体20名以上480円） 中学生以下無料、障がい者手帳等をご提示の方無料

藤枝市郷土博物館･文学館
〒426-0014 静岡県藤枝市若王子500（蓮華寺池公園内）　
TEL 054-645-1100　FAX 054-644-8514　Eメール muse@city.fujieda.shizuoka.jp 
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耕書堂（縮尺1/12） ドールハウス作家・小幡耕一作〔2024年〕

田沼街道を
開いた老中
田沼意次の
時代に活躍！

呉服屋（縮尺1/10） 三浦 宏 作

湯屋（縮尺1/10） 三浦 宏 作
（撮影：石崎幸治）

大江戸の暮らしと町
並
み
展

2月1日●土 3月30日●日令和7年

檜
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旅籠　縮尺1/10 床屋（浮世床）の内部　縮尺1/10 棟割長屋の内部　縮尺1/10

再現された「耕書堂」の店先狂歌本『東遊』に描かれた「耕書堂」

檜細工師　三浦　宏（1926-2019）

１階では浮世絵を所狭しと販売する耕書堂の店頭風景
を、２階では絵師・彫師・摺師たちが手を動かして浮世絵
を制作する作業風景をご覧いただけます。

初代広重が描いた上伝馬問屋場前での人馬継立の様
子を映像投影型のジオラマで再現して､お披露目します。

大正15年、東京・浅草
生まれ。船大工の祖父、
風呂桶職人の父の技
術を受け継ぎ、「三浦風
呂製作所」として檜風
呂や手桶などを製作す
るかたわら、江戸期の
家屋や生活道具を、職
人としての経験と時代
考証にもとづき再現。
江戸庶民の暮らしの気
配までもが感じられる三浦の作品は、全国各地の展覧会
に出品され、反響を呼んだ。享年92歳。

天明3年(1783)､蔦屋重三郎が江戸に開店した
全盛期の耕書堂を立体再現！

歌川広重の「藤枝宿人馬継立図」も立体再現！

江戸の伝統文化や暮らしを学ぶ！

大江戸の暮らしと町並み展ギャラリートーク

【小幡耕一作】

※対象＝特別展入館者 江戸の音色を生で楽しむ！

12名のドールハウス&ミニチュア作家によるミニチュアショー開催

※対象＝特別展入館者（①は入場無料）

２/１（土）・３/30（日）11：00～12：00　14：00～15：00
講師　三浦佳子氏（三浦宏長女）・小幡耕一氏（ドールハウス作家）

①新春箏コンサート 福本礼美箏教室主催
２/１（土） 13：30～15：30　※入場無料
出演　福本礼美（藤枝市在住の箏奏者）と教室生
曲目　乱・桜川・箏のしらべ・螺鈿ほか

②津軽三味線と安来節〜江戸の音色と踊り〜
２/９（日） 11：00～12：00　14：00～15：00
出演　津軽三味線師範　小山貢左衛門社中
曲目　津軽じょんがら節・篠笛演奏・
 安来節保存会によるどじょう掬い・傘踊りほか

③Duo Dialogue  〜箏とフルートによる雅やかな世界〜
３/16（日） 11：00～12：00　14：00～15：00
出演　金子昇馬（藤枝市出身の箏奏者）
　　　佐藤優圭（フルート奏者）　
曲目　春の海（宮城道雄）、愛の挨拶（エルガー）、
　　　時代（中島みゆき）ほか

各作家オリジナルのドールハウス＆ミニチュア作品の展示や商品販売、30分程度で完成できるミニチュア体験教室を行います！【入場無料･予約不要】

ギャラリートーク「三浦宏さんの人と技」
２/１１（火･祝） 11：00～12：00　14：00～15：00
講師　林　直輝氏（日本人形文化研究所所長、富士市在住）

浮世絵木版摺り実演会「北斎の浪裏と赤富士」
１回目：２/16（日） ２回目：３/２（日） 各日13：30～15：00 
講師　大久保　勇氏（静岡県版画協会副会長・焼津市在住）
内容　１回目＝北斎「神奈川沖浪裏」、２回目＝北斎「凱風快晴」他

★記念講演会「江戸っ子の暮らしと住まい」
３/９（日） 14：00～16：00
講師　市川寛明氏（江戸東京たてもの園園長）

★ 痛快歴史マンガ講座
　「ここが面白い！東海道中膝栗毛」
３/23（日） 14：00～15：30
講師　たたらなおき氏（静岡市在住の漫画家・造形作家）

定員＝各回50名（★印は80名）申込み＝★印のみTEL・メールで要事前申込 定員＝各80名（先着順）申込み不要・直接会場へ

2/22（土）～23（日）9：00～17：00  会場 文学館講座学習室

林　直輝氏

市川寛明氏

たたらなおき作

　令和7年の大河ドラマは「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」です。大江
戸の伝統文化に注目が集まります。
　本展では、江戸時代後期の商家や湯屋、庶民の長屋などを縮尺1/10、
1/20で精巧に再現したミニチュア模型を70点以上展示し、大江戸の町並
みや庶民の暮らしをご鑑賞いただきます。ミニチュア模型を製作したの
は檜細工師の三浦宏です。もともと浅草の風呂桶職人だった三浦は、昭
和55年(1980)、人形作家・辻村寿三郎から江戸吉原の妓楼「三浦屋」の
製作を依頼されたのを機に、江戸時代の家屋や和船の忠実な復元に取り
組み、亡くなるまでの40年で100点以上の作品を製作しました。
　今回、呉服屋・湯屋・両替商・床屋・旅籠・船宿や庶民の棟割長屋、
各町にあった高札場・木戸番・火の見櫓、各種の和船など、内部まで精
巧に作り込まれたミニチュア模型を多数展示し、過去最大級の三浦宏遺
作展となります。浅草で育まれた生粋の職人技でよみがえった、江戸の
町の風情や庶民の暮らしぶりをお楽しみください。
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